
昭 和63 年4 月5 日

あ
だ

ち 広 報

第787 号( 1)

発行/ 東京都足立区 〒120 足立区千住一丁目4- 18　 ( 882) 1111　 編集/ 企画部広報課

人 口と 面積( 63. 3. 1)
世 帯　232, 157
人 口　637, 637 人
男　323, 301 人
女　314, 336 人

面 積　53. 25k ㎡
人 口密 度　11, 974 人/ k ㎡

<月2回( 5日、20日) 発行>

翔 け 女 性 いまより明日ヘ
婦人総合センター オ一プニング フェスティバル

蝪
人
総
合
セ
ン
タ
ー
の
落
成
を
記
窓
し
て
、
女
性

の
手
づ
く
り
に
よ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま

す
。看
名
人
の
講
演
会
や
フ
ォ
上
フ
ム
、
S
際
級
ス
ポ

ー
ツ
選
手
の
横
範
演
疚
、
あ
な
た
の
健
康
チ
ェ
ツ
ク

な
ど
、
お
楽
し
み
イ
ペ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
用
意
し
、

エ
ル
・ソ
フ
ィ
ア
全
館
で
盛
大
に
く
り
ひ
ろ
げ
ま
す
。

見
て
、
皿
い
て
、
参
加
す
る
多
採
な
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
。
ご
家
族
そ
ろ
つ
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
な

お
、
詳
し
い
ブ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
当
日
会
楊
で
配
布
し

ま
す
。

モレ

シ
ャ
ン

さ ん

が

来
ます

! !

フ ラ ン ソ ワ ー ズ ・ モ レ シ ャ ン

ライフコー ディネー ター　著 書: 「 失 敗しな い

おしゃ れ」「 フランス 流 家 事の 楽 しみ 方 」「 娘た

ち は ば たき な さい 」その 他多 数

お
も
な
イ

ベ
ン
卜

1
階
で
は

…

初
産
震
(
2
2・
2
3
9

靴
、(
ン
ド
バ
ッ
グ
。冢
貝
、

メ
ッ
キ
製
品
、
花
な
ど
を
展
示

即
充

バ
ザ
ー
ル
(
2
2・
2
3日
)

会
與
が
集
め
た
掘
出
物
ぱ
か
り

儘
康
チ
エ
。ク

血
圧
測
定
、
健
康
相
談
、
介
護

指
導
な
ど

2
階
で
は
…

腕
ま
く
り
コ
ー
ナ
ー
(
2
3・
2
4
日
)

父
と
子
の
料
理
教
室
、
う
ど
ん

や
ク
ッ
キ
ー
作
り
も
あ
り
ま
す

消
費
者
テ
ス
ト
教
室

あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
で
気
に

な
る
こ
と
を
ち
ょ
つ
と
テ
ス
ト

ち
び
っ
子
コ
ー
ナ
ー
(
2
3・
2
4日
)

手
品

、
人
形
劇
、
紙
芝
居
な
ど

3
階
で

は

…

婦
人
問
題
パ
ネ
ル
展

と
も
に
「
女
」を
考
え
て
み
よ
う

文
化
展

番
遜

、
華
遒
、
絵
画

、
陶
芸
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど

創
作
コ
ー
ナ
ー
(
2
3
・
2
4日
)

あ
な
た
の
手
づ
く
り
で

製
作

(七
宝
焼
、
籐
工
芸
な
ど
)

4
階で
は

…

彩
の
竸
演
(
2
3・
2
4日
)

H
舞
、
民
謡
、
吟
詠
、
台
唱
な

ど
の
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表

ダ
ン
ス
の
集
い
(
2
2
日
)

着
忖
け
入
門
(
2
2
日
)

莱
会
・
野
点
(
2
3
・
2
4
日
)

◎
パ
レ
ー
ド
◎

(
2
4日
午
後
1

時
か
ら
、梅
鳥
第

1
小
～
梅
鳥
小
)

仮
装
行
列
、
流
し
踊
り
な
ど

語り手: 石井　智子

託

児

講
演
会

、
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
に
齡

加
す
る
方
の
た
め
に
、
2
歳
以
上

学
齡
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
2
時

間
以
内
で
お
預
り
し
ま
す
。

な
お

、
定
貝
オ
ー
パ
ー
の
場
皀

は

、
こ
遠
慮
く
だ
さ
い
。

時
聞
2
2

日
・・・
午
後
1

時
I
5
　

時
、
2
3・
2
4日
・
:
午
前
9
時
I
　

午
唆
5
時

A
ご
注
意
Y

▽
駐
車
場
が
わ
ず
か
し
か
あ
り

ま
せ
ん
の
で

、
電
車
、
バ
ス
の

こ
利
用
を
お
頤
い
し
ま
す

▽

ロ
ビ
ー
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
以
外

の
喫
煙
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

く
わ
し
く
は
、
婦
人
総
合
セ
ン

タ
ー
(
　
瞋
5
2
2
2
)
へ
。

講演会・フ ォーラムの日程

L ソフィア
エ ル ・ ソ フ ィ ア

この雇憮には霜Å腸a1 ンターをはじめとして

巻田センター、消賁! sk 冫夕 、橢F刪gR 事
務脚 があります。

●住所: 梅田七丁目33- 1( 梅島駅下車徒歩3分)
●エル・ソフィア内の各施設の業務開始、電話番
号は下表のとおりです

心
豊
か
な
住
み
よ
い
足
立
区
を
め
ざ
し
て

昭
和
6
3年
度
予
算
が
確
定
し
ま
し
た

昭
和
6
3年
度
当
叨
予
算
は
、3
月
に
聞
か
れ
た
第
1

回
区
議
会
定
例
会
で
原
案
ど
お
り
可

決
、
虞
立
し
ま
し
た
。
予
算
頷
は
、
一
般
会
計
1
千
伽
億
3
千
剳
万
円
、
国
民
健
康
保
険
特

別
O
t
f
c
S億
1
3
6万
円
、
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
劭
億
7

千
4
6万
円
で

、
三
会
計
の
合
計
額

か
朷
め
て
2

千
億
円
を
超
え
ま
し
た

。昭
和
6
3年
度
予
算
の
主
要
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

□
自
立
し
て
活
力
あ
る
ま
ち
を

▽
中
小
企
業
融
資
・
指
導
育
成

▽
商
店
街
の
環
境
整
皹
・
活
性

化

▽
市
衝
地
再
聞
発

▽

「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
発
行

□
緑
と
水
を
生
か
し
て

▽
親
水
水
路
の
整
爾

▽
公
園

の
整
偉

▽
千
庄
新
裙
緑
地
の

整
偉

▽
襌
化
推
進

□
心
の
ふ
れ
あ
う
豊
か
な
ま
ち
を

▽
特
別
餮
霞
老
人
ホ
ー
ム
・
高

齡
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
建
設

▽
(
仮
称
)
東
部
障
售

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設

▽

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
導
入
の
た

め
の
意
掀
調
査

ワ
高
齡
者

福
祉
の
手
引
S
作
成

▽
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
　

▽
肢
体
障
售
者
作
業
施
般
助

虞

・▽
住
環
境
整
胄
を
デ
ル

庄
宅
の
燧
設

□
健
康
と
安
全
を
願
っ
て

▽
肺
・
乳
が
ん
の
嘖
診

▽

湯
河
原
区
民
保
餮
所
改
築

▽
防
災
生
活
圈
モ
デ
ル
事
業

▽
都
市
防
災
不
燃
化
促
進

亊
業

▽
公
共
下
水
道
整
鱒

□
交
通
施
設
を
と
と
の
え
便
利

な
ま
ち
に

▽
禰
助
S
号
線
な
ど
鄙
市
計

画
遭
路
の
整
爾

▽
舎
人
新

線
の
謁
査
・
燧
設
賢
金
積
み

増
し

▽
常
磐
新
線
沿
線
閧

発
調
査

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

遭
路
の
設
置

□
豊
か
な
教
育
と
文
化
の
創
造

を▽
A
V
の
中
学
校
全
咬
設
置

▽
給
食
食
器
の
改
祷

▽
私

立
幼
碓
圜
園
児
保
護
者
の
負

担
軽
減

▽
外
国
人
講
師
の

派
遺

▽
移
勳
教
室
の
充
実

▽
生
胚
教
育
の
推
進

▽
文

化
振
輿
基
金
の
設
立

▽
図

S
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化

▽
竹
の
塚
混
水

プ
ー
ル
の
燧
酋
設
計

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
・
予

算
課
(
　
8
8
2
1
1
1
1㈹)
へ
。

<一般会計)
歳入 歳 出
予算総額
1, 480億 円
( 100. 0%)

エル・ソフィアのほかにも、新しい施設ができます

63年度にオープンするおもな施設

○ 神 明 水 の 森 公 園( 4 月) ○ 平 野住区センター( 4 月)

○ 葛西用水の親水整備
(第1 期: 9 月オープン予
定)

○ 野外 レクリエーシ ョン
センタースポー ツゾー ン

( 4 月)

○ 北千住駅西口立体駐車場
( 10月オープン予定)

< その他>
○ 千住曙町作集所( 4 月)
○ ( 仮称) 吉右衛門堀公園

( 6 月オープン予定)
○ ( 仮称) 江北公園B 地区

( 8 月オープン予定)
○ ( 仮称) 梅田ひまわり作業

所( 10 月オープン予定)
○ ( 仮称) 柳原一丁目公園
○ ( 仮称) 六木水の森公園
( 64年3 月オープン予定)
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時 代 はい ま 生 涯 学習
社会教育部を

生 涯 教 育 部 に 再 編

区
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
と
人
生
8
0年
社
会
の
し
く
み
づ
く

り
」
を
最
S
点
課
題
と
し
て
。4
月
か
ら
組
繖
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。
現
在
、
区
で
取
り
組
ん
で
い
る
生
涯
学
習
や
地
斌
文

化
づ
く
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
、
い
ず
れ
も
総
合
行
政

と
い
う
点
で
共
通
し
た
側
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
「
ま

ち
づ
く
り
」
を
支
え
る
重
要
な
柱
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
深
い
関

逓
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
従
采
の
社
会
教
青
郎
を
よ
り

広
い
視
点
か
ら
生
涯
教
育
部
と
し
て
再
緇
し
、
区
民
の
皆
さ
ん

の
生
啀
学
習
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
　主
役
は
区
民

私
た
ち
は
心
の
豊
か
さ
や
生
き

が
い
を
求
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習

活
勳
を
通
し
て
、
自
ら
の
個
性
と

能
力
を
伸
ぱ
し
、
充
実
し
た
人
生

を
送
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、8
0年
と
い
う
人
生
の
広

が
り
の
中
で
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活

を
送
る
た
め
に
、
余
暇
を
意
義
あ

る
も
の
に
し
た
い
と
い
う
人
も
増

え
て
い
ま
す
。

「
生
涯
学
習

」

は
、
区
民
一
人

ひ
と
り
の
自
発

的
意
志
に
棊
づ

い
て
吁
う
も
の

で

、
行
政
の
役

創
は

、
そ
の
学

習
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
る
よ

う
に

、
い
ろ
い

ろ
な
条
件
を
整

黌
す
る
こ
と
で

す

。皆
さ
ん
の
生

啀
学
習
の
た
め

の
学
習
環
境
づ

く
り
は
、
国
・

都
・
区
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
行
わ

れ
ま
す

。国
に
お
い
て
は
、生
啀
学

習
を
文
部
省
の
今
浚
の
最
重
点
施

策
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
ま
す

。

東
京
都
に
お
い
て
は
、
そ
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、「
と
り
わ
け

地
域
の
人
ぴ
と
と
直
接
的
な
関
係

を
も
つ
区
の
占
め
る
位
置
は
、
生

胚
学
習
推
進
の
S
要
な
役
割
を
担

う
」
と
区
の
取
り
組
み
の
大
切
さ

を
述
ぺ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
都
市
を
め
ざ
し
て

区
で
は
、『
生
涯
学
習

』の
推
進

を
基
本
計
画
の
重
点
課
題
と
し
て

い
ま
す

。

し
た
が
っ
て

、
今
浚
も
さ
ら
に

学
習
の
場
の
提
裝
、
学
習
嚮
報
の

提
供
。
指
導
者
の
養
成
と
確
保
、

学
習
機
会
の
提
供
、
孛
習
グ
ル
ー

プ
の
組
畿
化
と
育
威
な
ど
、
生
啀

学
習
推
進
の
た
め
の
条
件
塵
備
に

力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

ま
た

、
区
で
は
東
京
都
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
学
習
し
た
い
と

い
う
区
民
の
皆
さ
ん
が
、
自
分
に

あ
っ
た
学
習
の
機
会
に
出
会
え

る
、
そ
ん
な
地
斌
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

2
1世
紀
を
め
ざ
し
て

、「
学
び
あ

う
ま
ち
足
立

」を
合
言
葉
に
べ
い

つ
で
も
。ど
こ
で
も
、だ
れ
で
も
、

な
ん
で
も
」
若
い
人
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
自
分
の
生
活
の
リ
ズ
ム

に
あ
わ
せ
て
学
習
で
き
る
よ
う
、

区
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て

男
力
し
て
い
き
ま
す

。

担
当
部
局
の
再
編
整
備

生
睡
学
習
の
推
進
を
効
果
的
に

行
つ
て
い
く
た
め
、
本
年
4
月
か

ら
、
従
来
の
「
社
会
教
育
部
」
を
(

生
啀
教
育
部
こ
右
下
表
の
と
お

り
)
と
し
、
各
種
施
策
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

A
生
涯
教
育
推
進
諜
V

生
涯
教
育
部

生涯教育推進課
( 生 涯学習・文化 振興 の推 進)
副主幹( 総合文化センタ ー建設計画)

青 少 年 課
( 青少年行政の充実、青少年の健全育成)

体 育 課
( 生 涯 ス ポ ー ツ の 振 興)

中 央 図 書 館
( 図書館のネツトワークとサービスの向上)

郷 土 博 物 館
( 文化財の保護・継承・調査)

婦人総合センター
( 婦人施策の総合的推進)

多数 の区民が 参加された自治体大学

そ
の
他
の
組
織
機
構
の
改
正

第
二
次
基
本
計
画
の
重
要
課
題

と
し
て

「
ま
ち
づ
く
り
」
を
褐
げ

て
い
ま
す
。

こ
の
計
圃
を
進
め
て
い
く
た
め

に

、
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
各

種
都
市
基
盤
の
整
備
、
再
閲
発
な

ど
の
推
進
組
繖
を
重
点
的
に
改
正

し
ま
し
た

。
ま
た
、
民
関
活
力
導

入
に
よ
る
r
御
ま
ち
づ
く
り
公
杠
」

を
設
立
し
ま
し
た
、

以
下

、
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま

す

。
企
画
部
　
区
の
活
性
化
、
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
の
推
進
を
図
る
た
め

に

、C
I
推
進
担
当
副
主
幹
(
課

長
級
)
を
設
苣

土
木
部
　
▽
都
市
計
圃
道
路
の
亊

業
促
進
を
図
る
た
め
に
、
街
路

事
業
対
策
室
を
設
置

▽
駅
罔
辺
等
に
お
け
る
放
置
自

転
車
の
整
蠏
及
ぴ
区
営
自
転
車

駐
車
場
の
維
持
管
理
等
の
業
筋

担
当
を
地
域
振
興
部
交
通
安
全

対
策
課
か
ら
路
政
課
(
自
転
卑

対
策
係
)
に
変
更

都
市
環
境
部
　
駅
前
周
辺
の
再
開

発
事
業
推
進
に
関
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
再
閲
発
課
お
よ
ぴ
地
区

再
閲
発
副
主
幹
の
組
嗽
を
、
地

区
別
担
当
と
し
て
明
確
化
し
、

北
千
住
地
域
を
除
い
た
地
区
の

再
閧
発
推
進
を
再
閲
発
第
一
課

に
、
北
千
住
地
区
の
再
閧
発
に

関
し
て
は
、
再
関
発
第
二
課
に

変
更

教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
　
小
・

中
学
校
の
適
正
規
襖

、
適
正
配

置
の
膺
整
・
推
進
を
図
る
た
め

に
、
学
区
域
謌
塵
担
当
(

課
長

級
)
を
設
置

(
財
団
法
人
)
足
立
区
ま
ち
づ
く

り
公
社

区
民
の
皆
さ
ん
が
自
主

的
に
ま
ち
づ
く
り
活
勵
を
進
め

て
い
く
た
め
の
援
助
と
区
施
設

の
営
繕
・
保
守
管
理
を
効
率
的

に
行
う
た
め
の
組
繖
で
す

。

事
業
内
容
等
に
つ
い
て
は

、
別

途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

A
企
圖
都
企
圖
課
V

2
3区
初
の

「
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
」を
設
置

生
涯
学
習
の
主
役
は
、
区
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
で
す
。

生
啀
学
習
の
推
進
は
、
こ
の
主

役
を
中
心
に
し
て
、
行
政
や
学

校
の
ほ
か
家
庭
、
地
域
。民
間

機
関
・
団
体
な
ど
多
く
の
教
膏

機
関
が
結
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
創
分
担
と
連
携
を
強
め
な
が

ら
、
主
役
の
区
民
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
、
行
政
の
役
割
は
、

生
啀
学
晋
の
た
め
の
条
件
づ
く

り
で
す
。
そ
の
内
容
は
、
社
会

教
育
、
学
校
敵
育
に
と
ど
ま
ら

ず
、
地
域
振
興
や
衛
生
、
福
祉

な
ど
、
す
ぺ
て
の
行
歌
價
域
を

含
ん
で
考
え
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
。
今
後
は
行
政

の
各
部
間
の
連
携
を
は
じ
め
、

民
関
機
関
・
団
体
と
も
連
携
を

強
め
、「
生
涯
学
詈
」
食
疋
立
区

に
ど
の
よ
う
に
根
づ
か
せ
て
い

く
か
が
課
弩
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、行

政
内
の
推
進
組
嗽
と
し
て
昨
年
1
0

月
「
足
立
区
生
睚
学
習
推
進

本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。ま

た
、
行
政
が
推
進
体
制
を
整
偉

す
る
一
方
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

意
向
を
把
握
・
反
映
さ
せ
、
行

政
と
と
も
に
推
進
し
て
い
く
組

纖
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
区
で
は
、区

内
の
民
間
機
関
・
団
体
、
関
係

行
政
機
関
(
学
校
等
)
、
区
民
の

代
麦
者
や
学
臓
経
験
者
を
含
め

て

、
輻
広
く
組
観
し
た

「
足
立

区
生
啀
学
習
推
進
協
膳
会
」
を

今
年
2
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
生
涯
学
習
推
進

の
た
め
の
取
り
組
み
は

、2
3区

の
中
で
足
立
区
が
ト
ッ
プ
を
切

つ
て
進
め
て
い
ま
す

。

ま
た
、
別
掲
の
担
当
部
局
の

再
綢
整
偉
も
国
や
都
に
先
が
け

実
施
す
る
も
の
で

、
各
方
面
か

ら
注
目
を
あ
ぴ
て
い
ま
す
。

「
足
立
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
生
涯
学
習
の
す
す
め
」

ビ
デ
オ
完
成
(
放
映
・
貸
し
出
し
)

こ
の
た
び

。「
生
涯
学
習
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
″

を
基
本
に
し
て

、
楽
し
く
て

わ
か
り
や
す
い
ビ
デ
オ
「
生

涯
学
習
の
す
す
め
」
を
作
成

し
ま
し
た

。

ビ
デ
オ
広
報
「
ル
ッ
ク
イ

ン
あ
だ
ち

」
の
放
映
場
所
に

お
い
て
、
ご
要
望
に
応
じ
て

随
時
放
映
し
ま
す
の
で
、
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の

貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
出
窓
口

学
習
推
進
係

問
舍
せ
先

本
庁
舎
・
学
習

推
進
係
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

4月6日～15日

春の交通安全運動
心 にゆとリ さわやかマナー

区
内
で
昨
年
1
年
関
に
起
き
た

人
身
事
故
は

、
2
千
4
2
5件
を
数
え
、
2
0

人
も
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
て

い
ま
す

。
こ
の
数
字
は
昨
年
と
比

ぺ
て
、
死
亡
者
は
2
人
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
事
故
件
数
を
み
る
と

旛
件
も
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
2
3

区
で
は
ワ
ー
ス
ト
2
と
な
っ
て

い
ま
す
。

交
通
亭
故
の
防
止
に
は
、
区
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安

全
意
掀
と
交
通
道
徳
の
高
揚
が
き

わ
め
て
大
切
で
す
。
正
し
い
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
、
こ
れ
以
上
、
犠
牲
者

を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

今
回
の
運
勦
の
重
点
課

題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止

▽
二
輪
車
の
交
通
事
故
防

止
、
特
に
若
年
邏
転
者

に
よ
る
無
謀
連
転
の
追

放
▽
交
通
渋
乕
の
防
止
、
特
に
迷
憖

駐
車
の
追
放

▽
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー
ト
ペ

ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
の

徹
底

A
足
立
区
地
霞
振
興
課

千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
警
察
署
V

自動車に乗ったらシート ベルト

バイクを運転するときはヘ ルメット

放
射
第
1
1
号
線開

通
の
お
知
ら
せ

東
亰
都
施
工
の
放
射
癲
1
1号

線
(
尾
久
橋
通
り
)
は
、昭
和
6
3

年
3
月
に
入
谷
町
I
舎
人
四
丁

目
間
約
1
.
7㌔
㍍
が
完
成
し
、4

月
8
日
(
金
)
に
開
通
し
ま
す
。

今
回
の
鬨
通
に
よ
り
、
放
射

第
1
1号
繚
都
内
全
区
間
(
台
東

区
樌
岸
二
丁
目
I
足
立
区
舎
人

四
丁
目
約
1
0・
9
㌔
㍍
)
が
閲

通
し
、川
口
市
赤
井
ま
で
つ
々

が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

土
木
部
計
圃
喟
整
課
　

誣

沿
道
整
備
計
画

環
状
七
号
線
B
地
区
で
防
音

工
事
助
成
が
始
ま
り
ま
し
た

こ
の
計
画
は
、
遭
路
交
通
髞

音
に
よ
る
障
售
を
防
止
し
、
土

地
の
高
度
利
用
を
図
る
た
め
の

制
限
お
よ
び
促
進
施
策
を
行
う

も
の
で
す
。

こ
の
促
進
施
策
の
一
つ
と
し

て
防
音
工
事
助
成
が
あ
り
ま
す

が
、
当
地
区
(
左
図
齡
照
)
に

お
い
て
は
、
昭
和
6
3年
4
月
1

日
か
ら
こ
の
助
成
事
業
を
始
め

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
沿
道
塵
偉
計
回
の

中
で
、
防
音
上
の
制
限
を
定
め

た
区
域
内
(
環
状
七
号
線
か
ら

お
お
む
ね
2
0㍍
以
内
)
の
既
存

の
住
居
系
建
築
物
を
対
象
と
し

て
、一
定
の
要
件
を
禹
た
す
も

の
に
つ
い
て
、
防
音
工
亊
費
の

一
部
を
道
路
管
理
者
が
助
改
す

る
も
の
で
す
。防
音
工
亊
助
成

を
受
け
る
に
は
事
前
に
、騒
音

調
査
の
申
し
込
み
が
必
薺
と
な

り
ま
す
。

な
お
助
成
の
内
容
等
に
つ
い

て
は
、左
表
の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ
先
本
庁
舎
・
ま
ち
づ
　

く
り
課
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

助 成 を 受 け ら れ る 部 屋 は

居間、応接間、寝宜、番斎、子供宣、食堂等です。
助 成 で き る 費 用 の 限 度 は

助成を受ける都慶の蝕、クーラー・換気扇の数、工事費
の限度は、住んでいる人数により下裏のとおりです。
工事限度額を超えた分は、自己負担となります。

助成 金 額は

1. 東京都が助成する金額は、改良工事賢用の%です。
助成額= 改良工事費用× %

2. 改良工事費用が、上表の工事限度額以上のときは、
この限度額までです。

その 他の事項

1. 原則として建物所有者に申鸚していただきますが、
所有者が承諾している場會は居住者でも受けられま
す。

2. アパートなどは、居住瘻の承鰾を得ていただきます。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
(
2
)

差
別
の
一
つ
に

、
就
職
差
別

が
あ
り
ま
す

。

麗
職
差
別
と
は

。
本
人
の
能

力
に
関
佩
な
く

、
同
和
地
区
出

身
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

。

就
職
に
あ
た
っ
て
差
別
さ
れ
る

こ
と
で
す
。
ま
た

、
就
職
し
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
に
よ
っ

て
、
転
職
や
失
業
に
追
い
こ
ま

れ
る
な
ど
は

、S
大
な
問
題
で

す
。柬

京
に
は

、
た
く
さ
ん
の
命

社
・
企
業
が
集
ま
っ
て
お
り
、

従
業
揖
を
採
用
す
る
と
き
に
、

応
募
者
の
基
本
的
人
権
に
関
す

る
問
笥
が
起
き
た
こ
と
が
あ
り

ま
す

。
同
和
地
区
の
出
身
者
か
、
努

力
し
て
学
校
を
卒
業
し

、
就
職

と
い
う
段
階
で
学
力
試
験
に
は

合
格
し
た
が
、
に
募
S
類
や
身

元
謁
査
等
に
よ
り
、
不
採
用
と

な
っ
た
ヶ
I

ス
が
あ
り
ま
し

た

。現
在
は

、
入
杠
賦
験
に
応
募

す
る
瞭
に
は
、
新
規
高
等
学
校

卒
業
予
定
者
は
全
国
高
等
学
校

統
一
用
紙
を

、
新
規
中
学
校
卒

業
予
定
者
は
職
業
相
談
票
(
乙
)

を
、
そ
の
他
の
人
の
場
合
は
J
I
S

規
格
の
履
歴
S

を
使
用

し

、
本
籟
地
は
都
遭
府
県
の
み

を
記
入
す
る
形
式
を
と
る
な
ど

就
職
差
別
の
解
消
が
図
ら
れ
て

い
ま
す

。

採
用
や
選
考
を
行
う
際
に
も

受
験
者
自
身
の
能
力
、
適
正
が

評
価
さ
れ

、
正
し
く
採
用
選
考

が
行
わ
れ
る
よ
う
強
く
指
導
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す

。

東
京
は

、
国
際
的
に
も
有
数

な
大
都
市
で
あ
り
、
驪
用
機
会

が
大
き
く
、
全
国
か
ら
同
和
地

区
出
身
者
を
含
め
多
く
の
人
々

が
集
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
人
た
ち
の
中
に
は
、
身

元
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

、
自
ら
の
人
檜
が
侵
さ
れ

・
る
と
い
う
不
安
か
ら

、「
ふ
る
さ

と
」
を
隱
し

、
生
活
を
し
て
い

る
人
も
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。同

和
地
区
出
身
の
人
々
が
、

差
別
に
よ
り
不
当
に
基
本
的
人

権
を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
、
明
る
い
社
会
を
築
き
上
げ

な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん

。

◎
同
和
問
題
に
閲
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和
対
策

担
当
へ
。
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愛
犬
家
の
皆
さ
ん
へ

最近。区昃の方か ら犬の
フンや放 し鯛いに対 しての

苫惆j‘ f人蜜増えてい ます。
飼い主の方は、ぜひ マナ

ーを守り、快適な環 墺づく

りにご協力ください。

飼い犬の登録と

狂犬病予防注射

日
時
・
場
所

下
表
の
と
お
り
　
(

雨
天
実
篦
)

費
用
4

千
鶉
円

Λ
お
願
い
V

会
場
お
よ
び
行
き

帰
り
で
の
犬
の
ふ
ん
の
始
末
は
、

飼
い
主
が
必
ず
行
つ
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
防
疫
指
導

係
　
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

飼い犬の登録と予防注射日程表

ふ
ん
の
始
末
を
呼
び
か

け
る
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
番

板
が
区
内
の
公
園
に
お
目

見
え
。
か
わ
い
い
ワ
ン
ち

ゃ
ん
が
、「
ぼ
く
の
フ
ン
を

持
ち
か
え
っ
て
よ
乙

と

訴
え
て
い
ま
す

。

みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中央本町保健相談所　880- 5351

国
民
年
金

納
付
書
(前
期
分
)
を

送
り
ま
し
た

昭
和
6
3年
度
I
民
年
金
保
険
料

の
納
付
S
(
前
期
分
)
を
送
り
ま

し
た
。1
年
分

(
4
月
か
ら
来

年
3
月
ま
で
)

を
ま
と
め
て
割

引
前
納
す
る
納

付
書
と
、
各
月

別
納
付
富
前
期

分
(
4

月
か
ら
9

月
ま
で
)
が
、

一
緒
の
冊
子
に

つ
づ
ら
れ
て
い

ま
す
。

納
付
方
法
1
　

年
分
前
納
ま

た
は
毎
月
納
付
の
ど
ち
ら
か
希

望
の
方
法
に
よ
り
納
付
し
て
く

だ
さ
い

嶌
冊
子
か
ら
切
り
離
し
た
り
破
つ

た
り
せ
ず
に
、
金
融
機
関
等
の
窓

囗
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い

。

納
期
限

▽
1
年
分
前
納
さ
れ
る

方
・・・
4
月
3
0日
ま
で

▽
毎
月
納
付
さ
れ
る
方
・・ヽ
各
月

ご
と
の
翌
月
の
末
日
ま
で

問
合
せ
先
中
央
本
町
庁
舎
・
検
　

認
係
　
　
8
8
0
5
1
6
1

4
月
は
老
齡
福
祉

年
金
の
支
払
月

老
齢
噬
祉
年
金
を
受
給
中
の
方

は
、4
月
1
1‥日
(
月
)
か
ら
指
定

の
郵
便
昜
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

岡
合
せ
先
中
央
本
町
庁
舎
・
給
　

付
係
　
　
8
8
0
5
1
6
1

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を

差
し
あ
げ
ま
す

対
象

区
内
在
住
で
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
つ
て
い
て

、
次
の
要

件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
下
肢
お
よ
び
体
幹
障
售
1
1
3

級
の
方

▽
視
覚
お
よ
ぴ
内

部
障
害
1
級
の
方

柬
た
だ
し
、
自
勳
車
燃
料
費
の
助

成
を
受
け
て
い
る
方
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
萋
な
も
の

身
体
潭

害
者
手
幔
と
印
か
ん

申
込
先

管
轄
の
福
祉
事
務
所

問
合
せ
先

管
轄
の
福
祉
事
務
所

(
左
表
)
ま
た
は
本
庁
舎
・
陣

害
福
祉
係
　
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

申込・問合せ先

区
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

楽
団
員
を
募
集

音
楽
に
情
黙
を
燃
や
す
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

応
募
資
格

区
内
在
住
・
在
励
・

在
学
で
器
楽
経
験
の
あ
る
中
学

生
以
上
の
方
(
中
学
生
に
つ
い

て
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
)

募
集
部
鬥
・
人
員

弦
楽
器
・
木

管
・
金
管
・
打
楽
器
奏
者
、
計

1
0
0
人
程
度

繚
習
日
程
・
場
所

毎
週
月
曜
日

(
夜
間
)
と
日
曜
日
(
昼
間
)
を
予

定
、
足
立
区
艾
化
会
館
ほ
か

※
説
明
会
を
4

月
1
8日
(
月
)
、
午

後
6
時
か
ら
足
立
区
文
化
会
館
で

行
い
ま
す

。

申
込
方
法
・
期
限

電
話
、4
月

1
5日
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
抛
文
化
・
ス
　

ポ
ー
ツ
公
社
・
足
立
区
文
化
会

館
　
　
8
8
0
5
2
1
1

あ
な
た
も
区
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
参
加
を

ご利用ください

住
宅
修
繕
資
金
等

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

住
宅
修
繕
等
相
談

住
ま
い
の
増
改
築
な
ど
の
ほ

か
、
ち
ょ
つ
と
し
た
修
繕
で
も

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

区
が
窓
口
と
な
り
、足
立
区

僅
宅
相
談
セ
ン
タ
ー
(
区
内
建

築
巣
者
団
体
)
へ
施
工
業
者
の

あ
っ
せ
ん
を
依
顆
し
ま
す
。

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

区
民
相
鮫
室
　
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

区
で
は
、
現
在
住
ん
で
い
る

住
宅
の
修
繕
や
。
1
0平
方
㍍
以

下
の
増
築
ま
た
は
宅
地
の
塵
偉

を
す
る
場
合
、
賣
金
に
お
困
り

の
方
に
、
金
融
機
関
へ
融
資
の

あ
っ
せ
ん
を
行
つ
て
い
ま
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
額
2
0
万
円
～
　

旛
万
円
ま
で
(
増
築
を
含
む

場
合
は
S
万
円
ま
で
)

利
率

年
6
%
(
た
だ
し
、
区

が
3
%
の
利
子
補
給
を
行
い

ま
す
の
で
、
利
用
者
負
担
分

は
3
%

に
な
り
ま
す
)

申
込
方
法

申
込
S
に
必
要
S
　

類
を
添
え
て

、
エ
事
を
行
う

1
ヵ
月
前
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
(
工
亊
柵
工
唆

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
)

※
申
込
用
紙
・
し
お
り
は
、
各

区
民
亊
務
所
に
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
間
合
せ
先

本
庁
合
・

ま
ち
つ
く
り
課
事
巣
第
一
係

唹
1
1
1
1

㈹

新
生
活
運
動
を
始
め
ま
せ
ん
か

実
践
地
区
募
集

住
民
の
皆
さ
ん
自
ら
の
活
勳

で
、
地
域
を
よ
り
住
み
や
す
く

し
て
い
く
新
生
活
運
勳
を
始
め

ま
せ
ん
か
。

対
象

お
お
む
ね
5
0世
帯
以
上

で
、
次
に
該
当
す
る
団
体
　

▽
単
位
町
会
・
自
治
会
、ま

た
は
そ
の
婦
人
郡
・
婦
人
会

お
よ
び
新
生
活
邏
勳
部

▽
2
つ
以
上
の
町
会
・
自
治

会
、
ま
た
は
婦
人
部
・
婦
人

会
の
連
合
体

募
集
期
陂
4

月
1
6日

く
わ
し
く
は
、
中
央
本
町
庁

由
・
地
域
振
興
課
振
興
係
(
　

8
8
0
5
1
7
3
)
へ
。

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
ら
く
ら
く
禁
煙
道
場
(
禁
煙

の
た
め
の
講
演
会
)
4
月
6

日
(
水
)
、
午
唆
6
時
3
0
分
か
ら
/

花
畑
椄
花
亭
/
無
料
/
足
立

票
煙
友
の
会
/
▽
山
田
　
祕
4

☆
足
立
ア
マ
チ
ュ
ア
美
術
展

4
月
1
3
-
1
8
日
、
午
前
1
0
時
～

午
後
6
時
(
最
終
日
午
後
3
時
)
/

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
/
▽
杉

本
　
8
8
5
1
1
7
0

☆
女
戸
合
唱
団
1
日
体
験
(
葦
)

4
月
1
9
日
(
火
)
、午
前
m
一
時
～

正
午
/
東
部
セ
ン
タ
ー
/
無
料
/

▽
坂
囗
　
8
8
6
9
7
2
0

☆
わ
ん
ぱ
く
相
撲
足
立
大
会

元
気
な
小
学
生
集
ま
れ
/
・
4

月
2
4
日
(
日
)
、午
前
H
時
受
付
、

正
午
試
合
闃
始
(
雨
天
の
場
合

5
月
1
日
)
/
北
千
住
公
園
/

無
料
/
当
日
会
場
で
受
付
/
足

立
区
相
撲
連
盟
/
▽
宝
田
　
醐

=
募

集
=

☆
茶
道
教
靈
(
裏
千
家
・
緑
水

会
)
毎
週
月
曙
日
(
月
3
回
)
、午

後
6
時
3
0
分
～
9
時
/
鹿
浜
セ

ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月
額

2
千
瞋
円
/
▽
久
保
　
8
5
7
2
7

☆
茶
湯
サ
ー
ク
ル
(
裏
千
家
・

し
め
じ
会
)
3
0
歳
ま
で
の
朷

心
者
講
習
会
/
4
月
2
0
日
か
ら

毎
週
水
曜
日
(
全
1
0
回
)
、午
後

6
時
～
9
時
/
青
年
館
/
会
費

7
千
円
(
1
0
回
分
)
/
(
ガ
キ

に
住
所
、氏
名
、年
齡
、電
話

番
号
を
明
記
/
▽
岩
崎
智
子
　

(
〒
m
一
足
立
1
-
5
-
1
2
　
い

8
5
2
6
2
0
5
、午
後
8
時
以
降
)

※
先
着
順
で

。1
団

体
1
事
業
、3
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

掲示
板

□
浄
化
槽
清
掃
費
用
を
助
成
し

て
い
ま
す

都
で
は
、2
3区
内
の
届
出
の

あ
る
浄
化
槽
に
対
し
て

、
灣
掃

料
金
の
一
郡
を
年
―
回
助
成
し

て
い
ま
す
(

膺
掃
作
業
経
費
軽

減
証
を
郵
送
)
。浄
化
槽
の
届
出

が
済
ん
で
い
て
も
、
手
続
き
を

し
な
い
と
助
成
さ
れ
ま
せ
ん

。

▽
新
築
ま
た
は
分
譲
住
宅
を
購

入
し
た
方
…
遯
築
碓
毘
通
知

S
に
添
付
さ
れ
て
い
る
使
用

閧
始
報
告
S
(
(

ガ
キ
)
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
申
古
住
宅
」
入
な
ど
で
衣
の

所
有
者
が
讐
わ
っ
た
と
き
・・・

名
義
変
更
の
届
出
(

用
紙
は

膺
掃
事
筋
所
に
あ
り
ま
す
)
　

を
し
て
く
だ
さ
い

な
お
、
下
水
道
処
理
区
域
に

な
っ
て
3
年
を
経
過
し
た
地
域

は
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

問
合
せ
先

都
・
灣
掃
祕
浄
化

施
設
課
　
　
2
1
2
5
1
1
1

㈹

□
確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た

と
き
は

申
告
内
容
に
関
進
い
が
あ
る

と
き
は
、
更
正
の
請
求
s
を
提

出
し
て
臧
額
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た

、
磴
定
申
告
を
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
に
忘
れ

て
い
る
方
は

。
す
ぐ
に
行
つ
て

く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

足
立
税
務
W
(
　

翻
6
2
4
1
)

、西
釿
井
税
務

署
(
　

圃
1
1
1
1
)

□
東
京
大
学
公
開
講
座

曰
時
4

月
1
6日
～
5

月
M
日

の
毎
週
土
町
日
(
全
5

回
)
、

午
後
1
時
3
0分
～
5

時

場
所

東
亰
大
学
法
学
部
(
文

亰
区
本
郷
7
1
3
j
l
)

内
容

テ
ー
マ
「
遭
」
、
哲
学
、

歴
史
、
経
済
、
法
律
な
ど
か

ら
と
ら
え
た
購
義
と
パ
ネ
ル

討
諭
会

費
用
4

千
円
(
全
5

回
分
)

く
わ
し
く
は
、
黜
東
亰
大
乍

総
合
研
究
会
　
　
8
1
5
8
3
4
5

へ
。

□
生
涯
教
育
一
般
講
座

4
1
1
2
月
ま
で
月
2
回
閲
講

日
時
4

月
1
4・
2
6日
、
午
前

1
0時
～
午
後
3
時

場
所

国
立
教
弯
会
館

♀

代

田
区
髏
が
関
3
-
2
1
3
)

内
容

テ
ー
マ
「
生
胚
教
膏
と

は
何
か
」
、輿
義
と
グ
ル
ー
プ

討
巖

費
用

月
額
2
千
円
(

―
回
千

円
)

問
合
せ
先

髯
野
村
生
睚
教
育

セ
ン
タ
1
　

岱
1
8
6
1
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夏は栃木で
楽しく遊ぼう

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
(
7
・
8
月
分
は
抽
選
で
す
)

鹿沼

緑
と
溪
流
に
囲
ま
れ
た
、
自
然

い
っ
ぱ
い
の
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
夏
休
み
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か

。

対
象

区
内
在
住
・
在
勦
の
方

施
般
利
用
・
食
事
料
金

右
表
の

と
お
り

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、
利

用
施
設
名
、ス
ポ
ー
ツ
施
般
名
、

利
用
日
、
団
体
名
、
代
表
者
の

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
利

用
人
数
(
大
人
・
子
ど
も
・
幼

児
)
を
明
記
(

―
団
体
1
枚
限

り
)

申
込
期
限
4

月
1
6日
必
着

受
付

返
送
(
ガ
キ
に
指
定
し
た

日
時
、
場
所
で
番
号
順
に
受
け

付
け
ま
す
(
指
定
日
時
に
采
な

い
方
は
棄
権
と
し
ま
す
)

※
7
・
8
月
分
に
空
室
の
あ
る
場

合
は
、5
月
2
日
か
ら
電
話
ま
た

は
窓
囗
で
受
け
付
け
李
歹
(
2
日

は
窓
口
の
み
)
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
管
理
係
(
〒
a
千
住
―
-
4
　
1
1
8
　

眤
―
-
1
1
㈹
)

宿泊施設利用料金
食事料金

宿泊料金

スポーツ施設利用料金および予約範囲

※ 体育館・多目的グラウンドについては、団体貸出のない場合は個人で利用できます。

夏
休
み
を日
光
・
塩
原
林
間
学
園
で

区
内
の
小
・
中
学
生
が
使
用
し

て
い
る
日
光
林
間
学
園
と
塩
原
林

関
学
園
を
、7
月
2
1日
か
ら
8
月
3
1

日
の
夏
休
み
期
間
、
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
光
は
(
イ
キ
ン
グ
、
名
所
観

光
の
拠
点
。
塩
原
は
ス
ポ
ー
ツ
、

音
楽
、
野
外
学
習
等
の
合
宿
や
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
邏
し
た
施

設
で
す
。
林
間
学
園
を
利
用
し
て

楽
し
い
夏
休
み
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

利
用
期
間
7
月
2
1
日
～
8
月
3
1
　

日
(
学
校
利
用
期
間
、
館
内
作

業
日
を
除
く
)

利
用
で
き
る
方

区
内
在
住
・
在

勦
者
を
主
と
し
た
2
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
(
未
成
年
者
の
み
で

の
利
用
は
で
幸
ま
せ
ん
)

利
用
料
金

▽
大
人
・
:
千
鵬
円
　

▽
子
ど
も
・
:
瞋
円
(
3

歳
以
下

は
無
料
)

▽
食
事
・・
大

人
千

濮
円
、
子
ど
も
瞋
円
、
昼
食
沺

円
(

希
望
者
・
塩
陬
の
み
)

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
直
接
窓

口
へ

受
付
期
間

▽
4
0人
以
上
…
4
月

5
日
～
2
8日

▽
2
人
以
上
・
:
5

月
2
日
か
ら
利
用
日
の
5
日

前
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学

務
第
二
課
振
興
係
　
　

靦
1
1
　
1
1

㈹

塩原林間学圜アスレチック施設

情

報 コ ー ナ ー

3 月 の 安 売 り デ ー

少年スポーツ大会
補助金を交付します

対象　　 区内在住・在学の小・中学
生の団 体 の大 会　　10 チ ーム
( 団体) 以 上、100 名以上の 穆加
者のある大会　　 個人種目の大
会はl 叨人以 上　 要項 ・規約
が明 磴な大会　　 すで に補助を
受けている団 体( 地区 対策委員
会、体脅協会、町会自 治会など)
が主催する大会を除く

申 込期限4 月20日
申 込・問 合せ先 本庁舎・体育 課

882―1111 ㈹

日赤救助員講習会
水の事故から生命を守る

日時5月16～27日( 二1二・日を除　
く10日閧) 、午後6時～9時

場所 竹の塚温水プール
対象 区内在住・在勤の揖18歳以
上で、300 ㍍以上泳げる方
定員60 人( 多数のときは抽選)
申込方法 往復ハガキに庄所、氏
名、生年月日、電話 番号、繖業
(学 校名) を明記

申 込期限4 月23 日消印有効
※ 穆加 者は自分 の健康 暫理に責任

を持つてご参加ください。なお、
最鮗日には、日赤敘助員資格の試
験があります。合格者は、足立区
スポーツリーダーとして活躍して
いただきます。
申込・問合せ先 本庁舎・体育課
〒120千住1- 4- 18　　882 ―11　11
㈹

検診補助者を

募集します
小・中学校の検診の補助者を募
集します。ご連絡ください。
資格 看護婦免許の保に怎・
検診期間4月～5月
申込・問合せ先 寡庁舎・保健紿
食係　　882- 1111㈹

プラネタリウム
一般投影( 3～5月)

曰時 毎渭十躍 日、 午唆2 時 ・3　
時30分( 2 回)
題名 フ ァンタジ ーな春 の星空
内容 どうして 春夏 秋冬 ができた
のか知 つてい ます か。今回、ギ
リシャ神話 の春の甼庫「乙女 座」
の話の中で紹介し ます

定員172 人( 各回先 番順)
費用　　1535以下…無料　　16歳
以上 … 100円
場所・問合 せ先 教膏センター

850 ―8801

いっしょにやり ましょう

足立区

少年鼓笛隊
合 唱 団

鑞習日畤5月3日から籘凋十罹　
日、乍t 2時～4呻( 氤則)
鑞習会墻 区内小学校4会場
責梏4 月現在、区内の小学覩4　
年生

募集　　鼓笛歐・・・150人　　合唱
団… 70人( 応募多数のとき眈椨
還)
申込方法 各学校取りまとめ、ま
たは竄接窓囗へ( 申込魯は各小
学校にあります)
申込期隕1 月22日
申込・問合せ先 案庁舎・青少年
係　　8g! - 1111㈹

ご 利用 ください教育相談
□ 面接による 相談
曰時 日曜日、 祝日を除く毎日、
午前9時～午浚5時( 土罐日は　
正午まで)

申 込方法 電話予約
場所・申 込・問合 せ先　　 教青セ
ンタ- R859 ―9531　　 綾瀬
分窒( 千住地区およぴ区東郡地
区の方) 　838- 3588

□ 電話による 相談
曰時毎週月曜～金曜日( 祝日を　
除く) 、午前9時～5時( 最鮗受　
付4 時30分) 　884 ―7867

手話奉仕員に
なり ませ んか

濟格　　手話で日常会話のできる
方　　区内在住・在勦の方　　
区内で手話通訳奉仕活動のでき
る方( 日曜・観日・夜問のみの
活動もあり)
選考曰1 月24日
選考科目 手話衷現、手話脆み取
り、面接
申込方法 直植窓口または申込書
を甎i笑
申込皿4 月15日消印有効
申込・問合せ先杠会11nl 戡羞会　
〒111千・m1 ―14―8　l 攪弼
- 1! a)

手話奉仕員講習会
曰程・畤間 右下表のとおり
墻所 心身障害福柾センター
刔耋　　区内在住・在勦の方　　
蜀篆…蜀めて手話を学ぷ高校生
IM卜の方　　中騷… l n譖講座條
了壥および手話で簡皐な日常会
話のできる方( 奉仕活鵬の可能
な方)
定員 各毒座40人
費用 実賢負担( テキスト代)
申込力法 往復ハガキに謫座名、
氏名、住所、電話番号、年齟、
性別を明配c 応募多数のときは

抽選)
申込期限4 月23日
申込・問合せ先 社会福祉協議会
〒120千住1一4- 18　　888- 　1550

みなさんの作品を待っています

写真展「あだちの鳥たち」

環境週間( 6月5日～11日) に
閲催する写真展「あだちの鳥たち」
の展示写熏を募集しています。
野鳥、野草、昆虫といった齢植

物、水辺などあなたの感じた足立
の自然の写真をお送りください。
応募内容　　 区内で撮影したもの
( プリント) 　　1 人10枚以内

応募方法 撮影場所・年月を明記　
し、郵送または匱接窓囗へ

応募期限4 月30日
応募先 水質調査係 〒120 中央本　
町1- 5- 3# 査センター内　　88　0- 5375

―昨年度応募作品オナガガモ 日ごろの成果を発表してみませんか

第32 回足立区民芸能大会
―足立区観光協会主催―

日時5月28日( 土) 、午前1( J 持～　
午俊4 時30分
鳩所L. ソフ ィア
対象　　 観光協会会員( 家族) ま
たは区民　　 前回大会入賞者を
除く

募集種目・組数 歇の部、踊り の
郁各32組

参加費1 人あたり　　 会員( 家
族) 500 円　　 非会員1000円

申込方法 申込書に切手60円 を添

え、 亊務笳へ直接、または郵送
(応募多数のときは抽選)

募篥期間4月11日～23日
※ くわ しくは、覿光協会亊務笳、
各又匣 亊務所にあるr 綱、申込魯
をご覧ください。
申込・問合せ先 観光協会亊筋局
( 中央本町庁舎・経済課内)
〒120 中央本町1一17- 1　　880　- 5191

手芸教室に
いらっしゃいませんか

日時4 月13 日( 水) 、午後1 時 ～
4時

対象 区 内在住・在勤の女性
内容 袋物各種( 製図と 縫い方)
定員30 人
寶用 無料
申 込方法 窓囗または電 話
受付4 月5 日から
申 込・問合せ先 柬郡センター

605- 7101

A. M. To. S. 　233, 000


